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屋
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八
木
駅
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ら
東
へ
徒

歩
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分

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
な
し
（
電
話
）
な
し
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推
古
天
皇
の
行
宮
跡

樋
口
神
社
は
大
和
三
山
の

一
つ
で
あ
る
耳
成
山
西
側
の

橿
原
市
木
原
町
に
あ
り
、
集

落
の
北
の
端
に
西
面
し
て
鎮

座
し
て
い
ま
す
。

神
社
か
ら

㍍
ほ
ど
北
側

に
は
寺
川
の
支
流
で
あ
る
米

川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
集
落

の
東
側
に
は
木
原
坂
と
呼
ば

れ
る
耳
成
山
へ
の
登
山
道
の

一
つ
が
あ
り
、
弘
法
大
師
ゆ

か
り
の
井
戸
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
ぢ
ん
ま
り
と
整
え
ら
れ

た
境
内
に
は
割
拝
殿
、
そ
の

奥
に
本
殿
が
あ
り
ま
す
。
拝

殿
は
切
妻
造
、
桟
瓦
葺
き

で
、
明
治
以
降
の
絵
馬
が
多

数
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
殿

は
幅

・
５
㌢
、
奥
行
き
１

０
１
㌢
の
春
日
造
で
、
１
９

１
９
（
大
正
８
）
年
５
月
に

改
修
し
た
旨
の
棟
札
が
残
っ

て
い
ま
す
。

神
社
の
創
建
時
期
に
つ
い

て
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
祭
神
は
豊
饌
炊
屋

姫
命
（
推
古
天
皇
）
で
す
。

推
古
天
皇
は
、
聖
徳
太
子
、

蘇
我
馬
子
と
共
に
政
治
を
行

っ
た
わ
が
国
初
の
女
性
天
皇

で
す
。

日
本
書
紀
に
は
６
０
１

（
推
古
天
皇
９
）
年
に
天
皇

が
耳
梨
行
宮
へ
行
幸
し
た

際
、
大
雨
が
降
っ
て
、
近
く

の
川
の
水
が
行
宮
に
流
れ
込

ん
だ
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
川
が
神
社
の
北
側
を
流

れ
る
米
川
だ
と
伝
え
ら
れ
、

近
く
に
は「
テ
ン
ノ
ウ
バ
タ
」

と
い
う
地
名
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
神
社
付
近
が
行
宮
跡

で
あ
る
と
伝
承
さ
れ
て
い
ま

す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

戸
尾
知
子
）

樋
口
神
社
（
橿
原
市
）

莢莢

莢莢

樋
口
神
社
の
拝
殿
‖
橿
原
市
で


